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（学年）第２学年、（教科・科目）数学Ⅰ                         一斉学習  

 

（単元）三角比 

 

（本時のねらい）                     

 鋭角の三角比の定義について学習する。反転したり、回転している直角三角形について

も正確に三角比の値を求めることができる。sin、cos、tan の違いを知り使い分けることが

できる。 

 

（ICT 活用方法） 

 プレゼンテーションソフトを用いて三角比の定義を学習。  

 動きや音をつけることができるという電子黒板の長所を生かして、図形の回転等

の動きや、時間制限を加えて残り時間が 3 秒以内になると音で示したり、0 になると

画面が真っ白になってストップするなど、テレビのクイズ番組のような演出を取り

入れて場が盛り上がるように心がけた。問題自体は解答を選択式にして平易ではあ

るが、画面を集中して見ていないと問題が解けないものになるよう心がけた。  

 

（本時の展開） 

時間 学習活動  指導事項  ＩＣＴ活用方法  

導入 

１０分 

・本時の目的につい

て聞く。 

 

 

 

・例題を通して、直角

三角形の見方につい

て練習する。  

・本時の目的について指

導する。 

 

 

 

・時間制限や図形の見方

など、本時独自のルール

を説明しておく  

 

 

 

 

・電子黒板で例題とその

解答を表示する。  

展開 

２５分  

 

 

・sin の値の求め方を

覚える。 

 

 

 

・電子黒板に表示され

た問題について考え

る 

 

 

・sin との違いを意識

して覚え、それを利

用して電子黒板に示

された問題を考え

 

 

・ここでは sin だけに絞り

集中して覚えるよう指

導する。 

 

 

・画面に集中してないと

答えは分からないこと

を強調しておく。  

 

 

・sin の時と同様に進行す

る。 

 

 

 

 

・電子黒板で動きをつけ

て表示する。  

 

 

 

・図形の回転・反転機能も

追加して問題・解答を表

示する。  

 

 

・図形の回転・反転機能も

追加して問題・解答を表

示する。  

 

本時の問題についてのルールを理解させる。  

sinθの定義を学習する。 

覚えた知識を元に電子黒板に表示した問題について考える。  

cosθの定義を学習し、覚えた後、問題について考える。  
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（授業の様子） 

      

      授業の様子           sin の定義    直角三角形は回転している           

 

（生徒の反応と課題、改善を要する点） 

 問題の図を突然高速回転させる等の少し意地悪な演出も取り入れたが、かえって

場が盛り上がり、生徒は真剣に動きを追って正解を出し、効果はあった。また、授業

が終わり数ヶ月を経た時点でも三角比の定義を長期的に記憶できている生徒が多い

と感じる。ただ、問題の設定時間によって問題が易しすぎたり難しすぎると、やる気

をなくす恐れがあるため、バランスを調整するのが難しかった。  

る。 

 

 

・sin、cos との違いを

意識して覚え、それ

を利用して電子黒板

に示された問題を考

える。 

 

 

 

・sin、cos の時と同様に進

行する。 

 

 

 

 

 

 

・図形の回転・反転機能も

追加して問題・解答を表

示する。  

 

 

 

まとめ 

１０分 

 

 

・sin、cos、tan の定義

を正確に覚えている

か、問題を通して確

認する。 

 

 

・sin、cos、tan の混在し

た問題を提示して考え

させ、まとめとする。  

 

 

 

 

tanθの定義を学習し、覚えた後、問題について考える。  

本時のまとめの問題について考える。  


